公益社団法人 山形青年会議所

２０１４年度 第４回役員候補者会議 議事録

◆ 日  時 ：２０１３年 １０月２３日（水）
１９：００～２４：００
◆ 場　所 ：ビッグウイング　４階会議室　
　
1. 開  会                                                     遠藤専務理事候補者
1. ＪＣＩ　Ｃｒｅｅｄ唱和                                     黒沼委員長候補者
1. ＪＣＩ　Ｍｉｓｓｉｏｎ並びにＶｉｓｉｏｎ唱和               安孫子委員長候補者
1. ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和                            　 近藤委員長候補者
1. 東北JC宣言文唱和						吉田委員長候補者
1. 出席者の確認（敬称略）                                     岩田事務局長候補者

理事長候補者                齊　藤　秀　昭
直前理事長候補者            井　上　周　士（公欠）
実行委員長候補者            齋　藤　秀　和
副理事長候補者              安　藤　太一郎
副理事長候補者              佐　藤　貴　博
副理事長候補者              鈴　木　辰太郎
副理事長候補者              横　山　隆　太
専務理事候補者              遠　藤　智　大
監事候補者                  中　村　正　利
監事候補者                  三　沢　慶　洋
特別委員長候補者            鈴　木　　　力（公欠）
特別委員長候補者            與　田　貴　博
常任理事候補者              長　瀬　洋　一
常任理事候補者              武　田　靖　裕
常任理事候補者              會　田　智　弘（遅参）
常任理事候補者              長谷川　吉之介
常任理事候補者              荒　井　要　雄（遅参）
常任理事候補者              舟　山　力　也
本部長候補者                髙　野　秀　哉
本部長候補者                井　上　智　博
委員長候補者                近　藤　英　雄
委員長候補者                安孫子　直　樹
委員長候補者                河　又　勇　人
委員長候補者                黒　澤　利　通（遅参）
委員長候補者                吉　田　栄　寛
委員長候補者                黒　沼　望
事務局長候補者              岩　田　雄　治

＜オブザーバー＞
財政審査チーム　　　　　　　丹　野　覚
会務セクレタリー候補者      髙　橋　将　史
会務セクレタリー候補者      奥　山　竜　士


７．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　 岩田事務局長候補者
公益社団法人山形青年会議所定款第５条・第３２条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本会は成立。

８．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名           　齊藤理事長候補者
議事録署名人は齊藤理事長候補者・中村監事候補者・三沢監事候補者の３名
議事録作成人は会務セクレタリー

９．前回議事録の承認				　　　齊藤理事長候補者
第３回役員候補者会議の議事録をリンクしているので確認する。修正等あれば本会終了後までに事務局まで知らせる。本会を終了後自動承認とする。
	
１０．理事長候補者挨拶　			　　　齊藤理事長候補者
皆様こんばんは。まずは本日２０１４年度の第４回の役員候補者会議にお集まりいただき誠にありがとうございます。また連日のＪＣ活動、本当にお疲れ様です。本日は理事長挨拶として考えておったものがありまして今現在の山形ＪＣが日本ＪＣからどのような感じで思われているのか。東北地区協議会からどのように思われているのかそして山形ブロック協議会からどのように思われているのかをこの今日１日考えておりましたが今、日本ＪＣが山形ＪＣに求めているものは図らずも来年２０１４年６月に開催されるＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会において３月１１日の震災の部分でオペレーションホープ、ＪＣＩの部分で様々なお気遣いをいただき支援をいただいたところの恩返しをする場が日本ＪＣとしてのＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会という風に思います。東北地区協議会としては皆様で唱和をしましたが東北ＪＣとして日本そしてアジアにむけて震災後の東北を見ていただきたいという事で山形ＪＣとコラボをしながらＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会に向けて進んでいこうと準備をしているようです。山形ブロック協議会に関しては会長とお話をしたところ１６プラス１、１は山形ですがプレイヤーとしてＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会を迎えていきたいという風におっしゃっておりました。やはり前のめりになりながらＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会に向けて日本ＪＣも東北地区協議会もブロック協議会も震災後の東北、山形を見ていただきたい元気な山形を見ていただきたい元気な東北を見ていただきたいそして安全な日本を見ていただきたいというような感想をうけております。そのような中でまた明日になりますが日本ＪＣにおいて打合せの機会をいただけたり、はたまた東北地区協議会会長から連絡をいただいたり、長谷川ブロック会長から連日、連絡をいただいたりとしている中でやはり期待度の高い、いわゆる小さなＬＯＭでＪＣＩ ＡＳＰＡＣをやるという事、そして震災後の日本をどのようにみていただくか、いろんな観点からいろんな方がどのように進めてよいかを考えていただいていると思います。是非、山形ＪＣとしてはそんな大事な機会を今年の言葉で言う真摯に向き合いながら是非ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会成功させるとともに５９年目の山形青年会議所の基盤をこの予定者段階でしっかりと固めながら来年一年間の活動・そして運動につなげていただけたらと思います。昨日も出向者報告会ということで機運が盛り上がっているところは皆様も肌で感じられたと思いますのでいろんな部分で底上げをしながら、そして３７名の新入会員を迎えたというところで四分の一に近いメンバーが既にＪＣというものをこれから知ろうというメンバーがいらっしゃいますので副理事長、常任理事そして委員長の皆様でＬＯＭを牽引いただくと共によりよい山形青年会議所を作り上げていっていただきたいと思います。本日からだいぶ長い時間になろうかと思います。しっかりと大事な時間を友好的に使う為にもちろん議案の提出であったり、ロバート議事法にのっとったりしながらしっかりと充実した時間を過ごしていきたいと思いますので本日も長丁場となりますがよろしくお願いします。ありがとうございました。

１１．直前理事長候補者挨拶 　　　　　　　　　　　　　 井上直前理事長候補者
公欠の為、割愛。

１２．議題ならびに資料の確認　　　　　　　　　　　　　黒沼委員長候補者
確認事項その他含め３件、討議事項その他含め２件、審議事項その他含め２件、協議事項その他含め１９件、報告以来事項その他含め４件

１３．議事の採尺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齊藤理事長候補者
全員賛成の為、本議題について進める。
(以下、『候補者』表記を割愛)
１４．  確認事項
確－０１		理事長所信ｖｅｒ２１（案）について　事務局

遠藤専務理事【補足】
引き続き意見があれば事務局まで

確－０２		メンバー数について　　　　　　　　　事務局

遠藤専務理事【補足】
議案を作るにあたりメンバー数が必要になるのでこちらの資料を参考に議案を作成する。

確－０３		その他	事務局
削除

１５．  討議事項　	遠藤専務理事

討－０１		例会の設営及び総会、臨時総会の開催（案）に関する　総務委員会

黒沼委員長【補足】
例会・総会・臨時総会を盤石な体制で行うべく例年と異なる点として総会の資料を電子資料として事前に配布する。

鈴木副理事【質問】
１５番の討議のポイントが抜けているが本日は何が聞きたいのか。

黒沼委員長【回答】
電子資料について広く意見をいただきたいが記載が抜けていた。

鈴木副理事【意見・質問】
総務委員会なので十分気を付けるように。に２００９年から審議ではなく討議となっている理由はあるのか。

遠藤専務理事【回答】
特に明確な理由はなく例年通りに従った。

長瀬常任理事【意見・質問】
電子メールでの電子資料について総会資料は普段回収するものだがどのように対応するのか。

黒沼【回答】
電子メールに添付やダウンロードの方法もあるので現在いろいろ考えている。

遠藤専務理事【補足】
資料の電子化について公益で様々な制限があるのでしっかり調べて欲しい。

討－０２	その他	
削除

遠藤専務理事【補足】
武田常任理事が別件対応の為に早退するので１６番「元気創造グループ」から審議を行いその後にする。
協－０２	新春賀詞交歓会式典の企画・実施（案）に関する件　会員交流委員会
協－０３	新春賀詞交歓会祝賀会の企画・実施（案）に関する件　会員交流委員会
を行います。

１６．　審議事項　　　　　　　　齊藤理事長

審－０１　グループ基本方針（案）承認に関する件

・国際グループ
長瀬常任理事【補足】
前回頂いたご意見をとおして言葉の言い回しなどを修正した。来年度はこのグループ方針のもと頑張る。

安藤副理事長【補足】
このグループ方針のもと頑張っていきたいためよろしく願う。

齊藤理事長【採決】
全員賛成の為可決承認とする。

・元気創造グループ
武田常任理事【補足】
順不同となり申し訳ない。細かな文言を変更し事業や言い回しの変更を行った。慎重なる審議よろしく願う。

鈴木副理事【補足】
前回よりも力強く修正を行った。

齊藤理事長【採決】
全員賛成の為可決承認とする。

・未来創造グループ
會田常任理事【補足】
全か意見いただいた内容について言葉精査と修正した。未来創造グループとしてはラインで読み込みきちんとした形になるよう頑張っていく。

齊藤理事長【採決】
全員賛成の為可決承認とする。

・会員拡大グループ
長谷川常任理事【補足】
前回指摘された言葉遣いや構成など修正した。我々ＪＣが持続し活動できるようこの方針をもとに頑張る。

齊藤理事長【採決】
全員賛成の為可決承認とする。

・ＬＯＭ運営グループ
舟山常任理事【補足】
特にご意見は頂きませんでしたので特に変更は行わず上程した。この方針をグループで落とし込み各委員会にもつながるよう活動していく。

齊藤理事長【採決】
全員賛成の為可決承認とする。

審－０２		その他
削除

１７．  協議事項　		遠藤専務理事

協－０１ 　委員会事業計画（案）に関する件		 各委員会

遠藤専務理事【補足】
事業計画シートもつけているので確認してほしい。

・国際関係委員会（事業計画シート）

近藤委員長【補足】
前回修正させて頂いた内容を赤字修正し１ページ目に精査した内容を添付しているのでご意見の程よろしく願う。

長谷川常任理事【意見】
細かい点だが７行目「このメンバーからこのやまがたへお越し頂くべく」は「ために」を使うのがルールなので「お越し頂くために」に修正を願う。

黒沼委員長【意見】
１６行目「このＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会を期に共同事業を視野に互いの相互理解と」について「共同事業を視野にいれ」といれたほうが読みやすい。

安孫子委員長【意見】
前回と比較し読みやすく良い文章だと思う。

長谷川常任【意見】
取り組みの部分に関しては「～ために」「～する」という記載がルールだが１１行目から３行ルールに乗っ取っていないので修正してほしい。また１６行目「更なるものとするため」を「するために」へルールにのっとり変更してほしい。また、その後「べく」と続いているが「べく」は「ために」と意味がかぶるため前回荒井常任より指摘もあったので修正を願う。

荒井常任理事【意見】
１０行目「高い組織力で大会に臨むために」など「ために」は「ために、」で記載する。また、長谷川常任からあった１１行目から３行について目的を最初に持ってきてそのあと具体的に何をするべきかを記載すべき。例として「将来世界中の人を招き入れる観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡ推進するために、ＡＳＰＡＣ開催報告を通し…」とすればより良い。

鈴木副理事長【意見・質問】
委員会事業別シートの事業や議案名のリンクが全くしない。円滑な運営や連絡調整はこの委員会がするもの。ここでしっかり事業を理解しないとメンバーが混乱する。国際委員会の立ち位置を理解しもっと向き合って欲しい。グループ基本方針もかなり修正され今現在はＡＳＰＡＣをすることをさかのぼれるのはこの委員会しかないため何が必要なのかもう少し考え頑張ってほしい。１９行目「さらに未来を見据えるとともに」についてどんな未来か見えてこないのでご一考頂ければ。

遠藤専務理事【意見・質問】
１６行目のＪＣＩ ＡＳＰＡＣは半角スペースで記載する。年間事業フレームのＣＯＣの担いが全く記載されていないので記入する。次回までバージョンアップを願う。

齊藤理事長【意見】
８００文字の中にＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会をいろいろ盛り込んでもらっているがもっと掘り下げると更に良い計画ができるので引き続き頑張ってほしい。

・花火大会特別委員会（事業計画シート）
髙野本部長【補足】
変更点として事業と部会ごとに分けて記載した。広くご意見よろしく願う。

鈴木副理事長【補足】
厳しく指導し大幅な修正をおこなった。事業としての取り組みの前に部会としての目的を前面にだした。方向性等に意見を頂ければ。

井上本部長【意見】
２段目の手法について９行目「安心な警備部会」という表現がひっかかった。他も含めて部会名についてもう少し考慮してみては。

河又委員長【意見】
４行目「郷土やまがたの情報発信や地域活性になっています。」という表現に違和感がある。一度お考え頂ければ。

會田常任理事【質問】
５行目の「意識変革運動」はどういうことか。

髙野本部長【回答】
今までは見る立場でしたが参加する立場と考え記載した。

會田常任理事【質問】
ボランティアなど多くの人を巻き込む必要があるということでよろしいか。

髙野本部長【回答】
そのつもりで記載した。

近藤委員長【意見】
井上本部長とかぶりますが７行目「設営部会を設置します」などの文言をご一考頂ければ。

横山副理事長【意見・質問】
近藤委員長の意見を膨らます形となるが「設営部会を設置します」という書き方は新しい向き合い方でいいがそれにこだわりすぎているように感じる。部会それぞれのテーマがあり良い所はあるが「部会を設置します」に続けるために円滑な「～など」とぼやけた部分も見られる。そのまま抜き出しになるが「警備部会を設置します」ではなく「警備体制を構築します」などあえて統一して「部会を設置しますで」いくのも向き合い方次第ですのでアリだがここにフォーカスがあたり意見が出ていることをふまえてもう一度向き合ってみてはいかがか。鈴木副理事から文字数の兼ね合いの話などあったがそういう意味でもったいない点がいくつかあった。良い言葉を使っているのに無理やり文章を区切ってしまっている点も見え隠れしていたので次回の修正を楽しみにしている。

長瀬常任理事【意見・質問】
６行目「消防機関と連携を密におこない」は「ために」のあとに記載してみてはどうか。また消防機関に限定してしまうのは果たしてどうか。会場設営に関しては消防だけではないのでこういった部分については再度ご検討頂ければ。１７行目「花火大会会場の移転も視野に含めた」は「持続可能な～」に含めた内容だがここまで青年会議所として公表していいのか不明瞭であり市役所としてもここまで公にはしていない。再度ご検討頂ければ。

荒井常任理事【意見・質問】
４行目「郷土やまがたの情報発信や地域活性」についてやまがたの花火大会を他県の方が見られることで「情報発信」になっているのか疑問である。その文章につなげて１０行目「花火大会の情報を多くの方々へ発信」について花火大会だけの情報発信となっており山形としての情報が発信されていないように見られ弱い。最後にどのように積極的な行動を行うのか明確にしてみてはいかがか。

遠藤専務理事【意見】
事業計画の公益区分についてアジェンダの下の方の添付ファイルを確認しこちらに当てはめて記載してほしい。

齊藤理事長【意見】
第１回開催から郷土愛の醸成をはかっていたのかきちんと確認してほしい。また、３行目「定着してきた花火大会」の「定着」という言葉が気にかかる。８行目「交通関連企業」とあるがこれは「交通関連組織」ではないか。起業にお願いをしているというよりは組織化された部分に色々な提案と今年のエッセンスをいれてよりよい花火大会を構築するというところが例年続いている。新たなる形の方針だと思われるのでさらに向き合い頑張ってほしい。

・会員交流委員会（事業計画シート）
吉田委員長【補足】
指摘いただいた点を修正した。オール山形ＪＣも常任方針から引用した。

舟山常任理事【意見】
１１行目「経験豊富な日本ＪＣじゃがいもクラブ」のなにが経験豊富なのかが伝わらない。また日本ＪＣじゃがいもクラブを支援する理由が「ご支援とご指導を賜るため」と読み取れる。ここに違和感があるので再考を。

河又委員長【質問】
１２行目「友情と修練の場を通して」について修練と友情ではないか。なぜ順番を逆にしたのか。

吉田委員長【回答】
冊子から抜粋した。

井上本部長【意見・質問】
８行目「歓びを分かち合うために、祝賀会を開催します」についてもう少し内容を盛り込めればいい。

興田特別委員長【意見】
２行目「近年、地域の笑顔溢れる元気を充分に感じるには至っておりません。」の問題定義について否定的すぎる文章と思われる。もう少し言い回しを考慮してみてはいかがか。また本当に元気がないのか検証も必要である。こちらが問題であれば最後の結びとして解決策が「オール山形ＪＣを創造しなければなりません」となり問題に対しての背景と対策の関連性がない。

長谷川常任理事【意見】
３段落目の文章が長く読みにくいためもう少し精査したほうがよりよい文章になるのではないか。

荒井常任理事【意見】
オール山形は「やまがた」のひらがな表記なので確認を願う。

安藤副理事長【意見】
「情熱と志を持った仲間と切磋琢」「笑顔で元気みなぎる」「喜びを分かち合い」と同じ言葉が繰り返し使われている。

安孫子委員長【意見】
１２行目から「～し」という表記が多く使われすべて「～し」でつながってしまっているため（大切にし、切磋琢磨し等）そこを精査することで良い文章になると思われる。

遠藤専務理事【意見】
事業名・議案名・事業内容とありますが事業内容に議案名が記載されている。修正を願う。

齊藤理事長【意見】
さきほど協議された賀詞交歓会に関連する方針ですのでどんどんのめり込み頑張っていただきたい。

・未来創造特別委員会（事業計画シート）
井上本部長【補足】
事業ヒアリングで頂いた意見をもとに大幅に変更した。幅広い意見を願う。

髙野本部長【意見】
すごく読みやすく勉強になる。

舟山常任理事【意見】
２行目「商業資源」が聞きなれない言葉ですしネットでもでてこないため単語を再考して頂ければ。また１３行目「心あふれる交流会」と「心あふれる」を単発で使う方法はあまりないとおもわるのでこちらも修正頂ければ。

長谷川常任理事【意見】
倉敷ＪＣの「姉妹締結５０周年の直前理事前年度として」文字数が多いと感じた。また交流会以外の取り組みの記載について前回述べたので再度検討頂ければ。ＬＯＭメンバーも毎年切り替わる中で様々世代が倉敷ＪＣとの絆を深めているのでそちらも事業計画に組み込まれてはいかがか。

鈴木副理事長【意見】
目的が明確で事業計画の目的に沿っていてわかりやすい。その中で５月例会・１０月公開例会という表記が本当に必要なのか再考する余地があるのではないか。５月であるべきという制限があるわけではないのでもう少し検討してみてはいかがか。アワードに対する内容が少し弱い。アワードを申請することはすごいことですのでアワード申請に至るまでの背景と目的をもう少し盛り込んでみてはいかがか。

齊藤理事長【意見】
委員会事業を行ううえで１６行目「各種アワードへの申請業務」の業務という言葉に違和感がある。事業となるので再考して頂ければ。

・６０周年準備委員会（事業計画シート）
安孫子委員長【補足】
前回指摘いただいた１行目の日付について思い入れが強いためそのまま残した。皆様の意見よろしく願う。

横山副理事長【補足】
事業ヒアリングを受けて共有したい点について式典を７月か８月くらいに行うことを視野に入れて事務局と話し合った。ここだけ前提として読み込んで頂ければ。

遠藤専務理事【意見】
１６行目「キッズビューエルクラブ」は表記が誤っている。修正を願う。

長谷川常任理事【意見】
１行目「先輩諸兄」が「市民と共に」というのは一致しないのではないか。また「脈々とＪＣ運動」について「脈々」という表記に違和感がある。

荒井常任理事【意見】
１９行目「私たち６０周年準備委員会は」について「私たちは」だけで通じる。特に委員会名はいらない。

佐藤副理事【意見】
５行目「当委員会が」「６０周年に向けて」から「５０周年」とどちらか削除してもいい。事業計画として読み取れる。「未来へのフラッグシップ」についても「未来のフラッグシップ」でいいのではないか。
ご検討頂ければ。

鈴木副理事長【意見】
８行目の終わりから「市民と手と手を取り合う」とあるが市民の使い方は気を使ってほしい。我々も市民なので何様だととらえられる場合がある。１１行目「骨子を創造します」とあるが内容がいまいち伝わらない。市民と手と手を取りあって心を紡ぐような６０周年事業の骨子など順番を変えるなどして意味が伝わりやすくする。３段落目その結果の成果として「市民と手と手を取り合う」では弱い。実現するために手と手を取り合うのではないか。一年間我々が頑張り「魅力溢れるＹＡＭＡＧＡＴＡ」を実現するのである。近藤委員長のとこでもあったがＬＯＭの使い方としてＪＣⅠからみたときのメンバーとなる。自分たちのＬＯＭを指す時の統一表記を事務局にて決定してほしい。

齊藤理事長【意見】
言葉のあやだが６行目「来年に控え」は「翌年」になる。１３行目の「さらに」のあと「歴史の一歩となるＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会」５０周年の提言の中の一つの柱がＡＳＰＡＣである場合、歴史の一歩ではどうなのか。「ビューティフルコミッション」は組織名ではなく事業名。そこをもう一度確認してほしい。

・会員拡大委員会
河又委員長【補足】
委員会事業フォームを協議上程させて頂く。

安孫子委員長【質問】
４、１５行目「未来のＹＡＭＡＧＡＴＡ」１８行目の「未来のやまがた」となっているが平仮名と横文字の違いはなにか。

河又委員長【回答】　
特に意識していなかったので修正する。

舟山常任理事【意見】
７行目「明るく元気に力強い会員拡大活動を行います」とあるが、一つ一つ区切ると、明るい会員拡大とは何か。元気な会員拡大とは何か。もう少し膨らませて頂くとより良くなる。８行目から９行目にかけて「地域経済をより活気立たせ組織を向上させるために会員拡大目標を３５名とし」とあるが、文章としてよくわからない。

鈴木副理事長【質問】
どうして会員拡大しなければならないか。山形の未来がどんなふうになれば良いのか。

河又委員長【回答】
これまでも私達が行ってきた運動をし続けるには会員の減少は考えられません。これまでと変わらぬ運動をするためにも拡大が必要だと考える。山形の未来について、は一度考えさせて頂きたい。

鈴木副理事長【意見】
全ての委員会に言えることだがそこがすごく大事。考えて頂きたい。自分たちがやりたいことを続けたいからという自分中心の考え方で拡大するはずはない。背景から読み取れない。なぜ拡大するのかという背景がない。３５名の根拠を教えてほしい。

河又委員長【回答】
ＡＳＰＡＣ開催年度年頭に１５０名と言うのを目標としていた。その延長線上でＡＳＰＡＣ終了時に１５０名となるようにしている。

鈴木副理事長【意見】
根拠は理解した。事業計画のなかでそこを盛り込まなければならない理由にまでは感じ取れない。

齊藤理事長【意見】　
１行目、山形青年会議所は創立という言葉を使っているのでご確認願う。
２行目、「市民への意識変革をもたらす」と言うよりも「意識変革運動を展開する」ので、根幹がずれている。
３行目、「地域のリーダーを輩出し続ける」必要ない、地域のリーダーが自然と生まれていったのだと思う。
１３行目「共に歩む仲間となる為にＪＣ運動の魅力、事業の在り方を伝え仮会員セミナーを実施します」がわかりづらい。
最後行「情熱と凛とした心で大きなムーブメント」を作れるように頑張ってほしい。期待している。

・ＬＯＭ運営グループ
・広報渉外委員会
黒澤委員長【補足】
アジェンダに添付している事業計画に網掛けをしたまま提出してしまい申し訳ない。まずはご一読頂きご意見頂戴したい。

荒井常任理事【補足】
ぎりぎりまでのやり取りで網掛けはずさず失礼いたしました。謝罪いたします。

長谷川常任理事【意見】
６行目から始まる文章「先ずは山形青年会議所」は山形青年会議所が主語かと思うが、そのあと「影響力のある組織に進化させていくため」という表現、山形青年会議所が組織に進化させていくというのは文章表現としておかしい。

近藤委員長【質問】
１８行目、「委員会メンバー」こちらの主語はＬＯＭ全体をさすのか。

黒澤委員長【回答】
間違えて書いたので訂正する。

横山副理事長【質問】
１段落目の背景に渉外活動が入って無いがなぜか。

黒澤委員長【回答】
おっしゃる通り、まだまだ足りていないところだと考える。

横山副理事長【意見】
黒澤委員長の今までのキャリアと本年度の出向の経験等々を踏まえて高いハードルで考えて頂きたい。この文章ではメンバーは行こうと思わない。渉外活動の各種大会で得られるものを感じられない。もっと期待できる委員長だと思うのでもっと事業計画の中にあらわして頂きたい。

長谷川常任理事【意見・質問】
取り組みの部分で地域という表現の使い方、後半の部分だけ「より地域に」となっているがなぜなのか。発信しますという事しか書いてないのでそれは成果ではないので再考頂きたい。

黒澤委員長【回答】
５行目後ろの方は強調したいという私の思いから。６行目も個人的に強調したかった為。

長谷川常任理事【意見】
６行目、文頭としては不適切なので再考頂きたい。

鈴木副理事長【意見・質問】
２段落目「出向先で知りえた体験魅力」というところ、目的の中に取り組みが入っている。「ブース設営においては」に関しても、ブース設営が取り組みです。目的は目的を書き取り組みには取り組みを書いて頂きたい。全体をみると手法なので書いちゃいけない。
１行目「地域に密着した組織」という意識が私にないがどの様な気持ちがあるのか。

黒澤委員長【回答】
自分の言葉の中では地域に必要とされるという意味合い。青年会議所自体がどの様に市民に認知されているのか。もし必要とされているのであれば、密着して活動すべきという思いから書いた。

鈴木副理事長【意見・質問】
であれば前文から地域に密着した組織で無ければならないという結論に結びつかなければならない。
「積極的かつ力強く発信し」とあるがなぜ発信しなければならないのか。

黒澤委員長【回答】
活動を知って頂くためには発信しなければならないという自分の思いがあった為。

鈴木副理事長【質問】
多くの人に発信しなければいけないのはなぜか。

黒澤委員長【回答】
多くの市民へと書いたのはより多くの人に知って頂きたいからという思いから。

鈴木副理事長【意見】
取り組みには理由がある。イコールではない。やりたいことをやる、やれといわれたからやるというものになってしまうので、自分の中にしっかり背景を持ってほしい。

齊藤理事長【補足】
様々ご意見頂いたのでもう一度向き合って頂きたいと思う。「地域に対して影響力のある組織」影響力というよりも市民意識変革の思いを発信するための組織である。ご再考頂きたい。１５行目「出向者の労を労い」とあるが、労をねぎらうというよりも、さらに頑張って頂くための活力となる言葉にして頂きたい。期待しております。

　・総務委員会

黒沼委員長【読み上げ】
２段落目に手法が入っていたが取り組みに書き直している。１段落目も背景として書き直している。卒業例会１００パーセントと言っていたところもそれに限らず１００パーセントを目指すというように書き直している。

安孫子委員長【意見】
５４行目「メンバー一人一人」という文章表現を訂正頂きたい。

遠藤専務理事【回答】
統一表記で「一人ひとり」となっているので修正してほしい。

横山副理事長【質問】
１００パーセント例会は目指すのか。

黒沼委員長【回答】
ご指摘うけた所が卒業例会に限らずというところだったので目指します。

横山副理事長【質問】
全ての例会でターゲットを定めずに目指すのであれば考え方をお聞かせ願う。

黒沼委員長【回答】
基本的に例会は皆さん出席するものとしての取り組みと言う事で考えている。

横山副理事長【意見】
今年と去年の１月位からの全体の出席率は把握しているのか。これから把握してほしい。来年は特殊な年になる中で、５月の例会は１００パーセントになり得る一つのターゲットだと思う。全体の出席率を上げる。当然の話になるのでメリハリをつけてほしい。全体像を把握して来年どこにターゲットを持っていくかをイメージしてほしい。

長瀬常任理事【質問】
５８行目「スムーズなコミュニケーションを確立するための庶務活動」とはどういったものか。

黒沼委員長【回答】
前回の事業計画に書いていた部分ですが、同報メールとか情報を共有するツールの環境整備という意味合いでした。

鈴木副理事長【意見】
２段落目、前回より少し迷子になっている。５６行目「出席率の向上をはかります」なんの為にとなる。普通は出席率の向上を図るために何をするのかとなる。「効果性の高い会議運営を実現します」とあるが、例会理事会をすることではない。取り組みと目的をしっかり整理してほしい。

會田常任理事【意見】
４７行目「私たちはその精神を引き続き個々が資質向上を図りながら」という文章のながれなのですが「引き続き個々が」という流れに違和感を覚える。

佐藤副理事長【意見】
６３行目「統一します」というのは中段に書くべき部分が下段にきているので再考頂ければ。

齊藤理事長【意見】
もう一度向き合ってほしい。先程横山副理事長からあったが、過去を引き続き検証していくことも願う。総務としても伝統があるので、様々な部分で向き合って、盤石なＬＯＭ運営になるよう期待しております。

協－０２　新春賀詞交歓会式典の企画・実地（案）に関する件 	吉田委員長

吉田委員長【補足】
ラインを更新した点と意見いただきました点を修正した。

武田常任理事【補足】
まずは発送リストの件で決まってきたところを役職で記入した。こちらで呼ぶか呼ばないかを協議できれば。予算については４５万円と昨年と同様に取り急ぎ見積もりをした。

鈴木副理事長【補足】
司会についてはまだ決まりきっていないが幅広く意見を頂ければ。

長谷川常任理事【意見】
目的達成の手法説明について添付資料だけではどのように目的を達成するのか読み取れない部分があるので現状として話し合えない状況と思われる。もう少し具体的な内容を記載して欲しい。

吉田委員長【回答】
紙資料で打ち合わせをおこなった経過もあったので議案の方にきちんと落とし込めるよう修正する。

三沢監事【意見】
賀詞交歓会は大きく変更する点はあまりないがコピーペーストが多く各所で２０１２年度と記載されているところがあるのできちんと修正願う。

興田委員長【意見】
引き継ぎはスタッフ同士できちんとしたので特に現在申し上げることはない。なにかあったら是非声をかけて欲しい。

中村監事【意見】
アドバイスとして式典について添付資料を見つけられないが席次関係とシナリオをうまくリンクすると来賓の読み上げの際によくなるので詰めておく。またシニアの先輩の名前や役職など十分注意し見直す。
ＬＯＭメンバーに対する依頼事項として副委員長を中心にマニュアル化して事前に行う。国際のシスターＪＣが来るが担当委員会がバタバタしていると思われるので対応方法についても事前準備をする。

横山副理事【意見】
東北ＪＣ宣言文の読み上げがＬＯＭメンバーだけでなく全員で行うという新しい試みなので事務局と相談をする。シニアの会長の名前が誤っているので修正する。また一枚一枚ペーパーにすると逆に混乱する。いない人の差し替え等でも日本でよくやる手法があるので相談し意見を貰う。

安藤副理事長【質問】
「格式高い式典」を求める式典について吉田委員長はどのような式典を目指すのか。

吉田委員長【回答】
委員会でもしっかりと打ち合わせた結果で来て頂いた方にしっかりと歯切れよく感じて頂ける式典にしたい。

安藤副理事長【意見】
さすが山形ＪＣだといわれるような式典になるよう頑張ってください。

長瀬常任理事【意見】
予算について事務局と相談してほしいのだが「お礼状関係」は報告書作成費だと思われるのであとで科目内流用など複雑になるので予算科目の確認を願う。

舟山常任理事【意見】
受付関係について各委員会がアテンド担当として貼り付けられているが役割が不明確だとメンバーがどう動いたらいいかわからなくなるのでできれば明確な役割を与えて欲しい。

遠藤専務理事【補足】
整合性がとれていない内容が多々あるので現状では審議が通らない。再度精査しなおす。

協－０３　新春賀詞交歓会懇親会の企画・実地（案）に関する件　　　吉田委員長

吉田委員長【補足】
前回頂いた意見を元に修正した。司会者を当委員会の菅野君と大沼さんに依頼した点や登壇についても意見いただければ。

武田常任理事【補足】
登録料を３０００円にして厳しい予算ですがたくさんのメンバーの参加を促したい。大沼みずほさんに現在打診を行っており回答待ちとなる。１０番のタキシードや花吹雪についてはまだまだ議論の余地があるので意見の程よろしく願う。

鈴木副理事【補足】
大沼みずほさんについてはメンバーの意見レベルだが国会議員ですので登壇した方がよいという意見もあるが意見の程よろしく願う。

遠藤専務理事【意見・質問】
リハーサルについてはどのような対応を考えておるのか。

吉田委員長【回答】
総会の際には理事長メンバーにお願いをして当日は全メンバーで行いたい。

遠藤専務理事【意見・質問】
前々日を予定しているので総務委員会と

長瀬常任理事【意見・質問】
国会議員がいて登壇させないというのは今まで例がない。登壇頂き鏡開きを行った方がよろしいのでは。

横山副理事【意見・質問】
正副の中で答えがでてないようなのでこの中で揉んでいけばいい案がでるのでは。前例が他ＬＯＭであるはずなので確認してシニアの方からの意見も汲取るべき。「ゆうきち」の名前が誤っている。

遠藤専務理事【補足】
酒田ＪＣの前例として輪島美樹さんが国会議員のときはメンバーではあるが普通に来賓としてお呼びしたそうです。本件については事務局でもう少し調べる。

安孫子委員長【意見・質問】
祝賀会の入場配置図について右側に「法被はＣＯＣタイムに着用」と記載されているがＣＯＣタイムとは。

吉田委員長【回答】
ＣＯＣの時間をもってきてその間のみ着用を考えている。２０時から８分間時間をとっている。

武田常任理事【補足】
２０時からＣＯＣに時間を割き法被の着用はＣＯＣにお任せの状況となっている。

中村監事【意見・質問】
議案本文に当日のタイムテーブルをはってほしい。リンクだと見にくくわかりづらい。理事長登壇の際はだれがどう誘導するのかなど役割や仕事を一つずつまとめてほしい。シナリオは前回と比較しても精査されていない。舞子のタイミングなどの意見もあるのでそちらも再考する。誤字脱字
誰に何を頼むかについても審議対象になるので

興田特別委員長【意見】
１０番について下記にメンバータイムの説明があるが来訪ＪＣなどのアテンドに対応する委員会はメンバータイムが終了してから来訪ＪＣにアテンドするように読み取れたがそれでよろしいのか。

吉田委員長【回答】
メンバータイムを無視しての対応に直す。来訪ＪＣの担当はミスですので再度修正する。

舟山常任理事【意見・質問】
司会の台本について司会者の自己紹介が「ヤクルト～菅野です」とあまりにもくだけている。ＡＳＰＡＣ当該年度ということで多数の来賓の方がいるがＡＳＰＡＣ当該年度を意識して何か考えているのか。

吉田委員長【回答】
祝賀会はＡＳＰＡＣとしてではなくＪＣとして先輩と一緒に新年を祝っていく形をイメージしている。ＡＳＰＡＣのＰＲはＣＯＣタイムで行うことを考えている。山形ＪＣとしてシニアと祝っていきたい。

遠藤専務理事【補足】
細々した点を修正して頂き本番をイメージして議案を作成する。次の審議で通るようよろしく願う。

協－０４　新入会員の募集（案）に関する件　　　　　　　　　　　　会員拡大委員会

協議上程させていただく。正副予定者でご意見頂いた部分を反映している。認証式の日程を前倒ししたく、５月、９月にしていいものか広く意見を頂戴したい。拡大情報の収集の方法についてのアドバイス頂きたい。

佐藤副理事長【補足】
予算書は全く関係ないものを添付しているので削除して頂きたい。

横山副理事長【質問】
全ての前提になるので会員拡大シミュレーションの説明を頂きたい。まずは年度末に１５０名なのはなぜかと退会率のところが気になる。例年の実数からとらないとシミュレーションにならないので２点質問させて下さい。

河又委員長【回答】
退会率に関しては再考致します。会員拡大の数字に関して、ＡＳＰＡＣの開催年度にという思いはある。６５周年の時に会員数２００名を目標にしていきたいと考えていて、山形市民の総人口の０．１パーセントがＪＣ会員となるよう落とし込んでいる。シミュレーションは次回の協議に添付したいします。

横山副理事長【意見】
出来あがってないシミュレーションのもとに１５年時点での１５０人という数字を表に出してしまっていいものなのか。今現在３７名入会しているという事実をしっかり認識して頂きたい。

鈴木副理事長【意見】
１番、実施に至る背景の中に「メンバー全員で取り組んでいかなければなりません」とあるが、背景と目的があり背景にこれがあると逃げている。新入会員の募集のところにセミナーがあったり、よく色を変えたりしてわかりやすいように共有して頂きたい。スケジュールだけは目ざとく見て行きたい。

安藤副理事長【質問】
審議対象資料にチラシとパンフレットが入っているが、次回完成に近い形で出す予定はるのか。

河又委員長【回答】
次回完成に近いものを出す予定。

安藤副理事長【意見】
拡大パンフ（表裏）ということで、見たら各地の青年会議所と言う事でＬＯＭ数が７０１あったので、活字になっているところも確認して出して頂きたい。

協－０５　仮会員セミナーの実施（案）に関する件　　　　　　　　　　　会員拡大委員会

河又委員長【説明】
来年の仮会員セミナーの骨組みとして５つ考えている。組織説明、例会参加、レクリエーション、シニアの先輩より講演、自己啓発セミナー

佐藤副理事長【補足】
仮会員セミナースケジュールをご覧頂いて皆様からご意見頂戴したい。

横山副理事長【質問】
賀詞交歓会への参加というのは不適切ということがあったが事務局とはすり合わせ済みですか。

河又委員長【回答】
まだです。ただ、賀詞交歓会は山形青年会議所でも華やかな場だと認識しているので、再度記載している。

横山副理事長【意見】
事務局とすり合わせしていただきながら、やってみるも一つだと思うす。ただただ見るだけでなく、誰が何をするのか一つひとつ明確にして事務局を説得する意気込みでやってほしい。早目にやりたいのなら早目に取りかかってほしい。

鈴木副理事長【質問】
入会させるまでになぜ３回セミナーをするのか。セミナーなのになぜ例会が入っているのか。

河又委員長【回答】
回数に関して、５種類ある中で半分以上の３つ体験して頂ければＪＣの楽しさを感じていただけるのではないか。例会を入れているのは、実際の私たちの活動を見て頂き、なにをしているかわかりやすく体験頂く為。

鈴木副理事長【意見】
入れる為の条件としても認識して頂きたい。それぞれに意味があるので仮会員に何を伝えるのかそれぞれ意味を考えて作りこんで頂きたい。

安藤副理事長【質問】
審議対象資料があるが、今河又委員長の意中の人はいらっしゃいますか。

河又委員長【回答】
長谷川浩一郎先輩にお願いしたいと考えている。

安藤副理事長【意見】
資料添付なっていますが毎年見るのですが、是非河又委員長が作った資料を是非つけて審議の方に望んで頂きたい。

中村監事【質問】
仮会員の方をどのようにＪＣマンに育て上げるつもりなのか。

河又委員長【回答】
自己啓発形のセミナーで日本青年会議所からＪＣとはなにかという説明頂けるものを設営するつもりですが本日アドバイス頂いた事を考えると再度検討している。

中村監事【意見】
他ＬＯＭの状況をお話すると仙台なんかは今年４０名強の入会申し込みがあるが仙台さんの基準で落としたりしている。そういう所で質を維持している。酒田さんなんかもメンバーが増えて伝統なんかが伝わりづらくなっているということでした。

鈴木副理事長【意見】
講師候補の取扱が危険で選らばれる基準が特にないようだが元をたどれば歴代理事長をしっかり尊重している。しっかり考慮頂きたい。

協－０６　会員拡大会議の実施（案）に関する件　　　　　　　　　　　　会員拡大委員会

河又委員長【補足】
来年の拡大会議の場として新入会委員候補生の情報収集方法等々の共有の場として考えていきたい。

高野本部長【質問】
２月から９月までの随時各グループ、委員会、同期会、女子会のスケジュールをどの様に把握していかれるつもりなのか。

河又委員長
同期会に関しては各代表に連絡をとり予定を把握していく。女子会に関しては当委員の鈴木さんに確認頂くつもり。

舟山常任理事【意見】
いつ行われるかわからない同期会や女子会をこの段階であてにするのも危うい気がする。年度の早いうちに同期会や女子会を開催してもらうようにもっていかないと難しいのではないか。ショートチェック例会時に拡大会議を実施するとあるが例会によってはそのような時間を作るのが難しい例会のもあるので、その辺を綿密に打ち合わせして頂きたい。

荒井常任理事【意見】
各委員会さんへの依頼を継続していく事を反映して頂きたい。

會田常任理事【質問】
ショートチェック、ディープチェックという手法が良いと思っていたが、具体的にどの様な情報を集めるのか、委員会に落とし込むツールは何なのか教えてほしい。

河又委員長【回答】
拡大リストをもとに情報の整理収集を考えているが再考致します。

遠藤専務理事【意見】
拡大委員会が思い描いていることが、議案に反映していない部分があるように思う。

與田特別委員長【質問】
１０番事業内容の手法の部分、本年度中の早いスタートを切れば結果へも近づけると思うが、目標情報数の共有についてはどの様に考えているのか。

河又委員長【回答】
拡大会議後の同報メールを用いる。

與田特別委員長【意見】
ファイルの取扱等々ケアをしなければいけない部分があるので頑張って下さい。

鈴木副理事長【意見】
拡大の講師として山形ブロックの坂田あつし君というのもいますので検討して下さい。

協－０７　２月例会の実施（案）に関する件　　　　　　　　　　　　会員拡大委員会

河又委員長【補足】
テーマである青年会議所の魅力を自分の言葉で発信できるものを考えている。

佐藤副理事長【補足】
議案が例会の協議に値しないものとなっているので今回取り下げさせていただいてもよろしいか。資料等々も不足しているので皆様からご意見の頂きようがないと思う。

遠藤専務理事【回答】
案件を取り下げます。議案名に関して企画実施の企画が抜けておりますので対応頂きたい。

協―０８　ＬＯＭ外広報誌の発行（案）に関する件　　　　　　　　　　広報渉外委員会　
黒澤委員長【補足】
ＬＯＭ外広報誌『蔵王』の発行ということで、業者との打ち合わせが未熟な段階ということで今回発行先や掲載内容についてご意見頂戴したい。

荒井常任理事【補足】
予算がまだ決まってないが発行時期等については例年どおりにしたいと思っている。

遠藤専務理事
例年どおり３回の発行ということで２月・６月・１１月になるが、今回は７月ということで挙げている。

吉田委員長【意見】
私も昔広報『蔵王』を担当したが、原稿依頼の際、唐突に委員会でまとめてしまってから委員に依頼する、というようなことのないようにお願いしたい。自分が唐突に電話で依頼をして後でお叱りを受けた経験があるのでそこはしっかりやってほしい。

鈴木副理事長【質問】
実施に至る背景の中に、「公益法人として良い地域とより地域に密着した団体となるべくとあるが、このあとには『蔵王』はどのように反映されるのか。

黒澤委員長【回答】
質問の内容とずれてしまうかもしれないが、活動していただく、という意味合いで広く市民の方に知っていただく、という意味合いで書いている。「公益法人として」と書いているが、そのとおり公の活動として認めていただけるような内容で記載した。

鈴木副理事長【意見】
しっかりと責任感を持って事業に取り組んでもらいたい。こういうところに表れると私は思う。普通地域に密着といえば、地域の人が「魅力はあるが意外と知られていない」というものをもってきて広めたいとか、そういうことならわかるが、どう見ても例年どおり山形青年会議所のことを発表するだけ。だけどその先には例年どおり２００部の発行部数になっている。いっぱい知ってほしいからいっぱい発行する、ということなら分かる気もするが、そうこうもなく自分の事業計画から取ってきているが、そこに理由がないというのは見ていて大変つらい。黒澤委員長とは一緒に委員会もやったことがあるが、日本で学んできた間違った知識を捨て去ってほしい。日本ＪＣでは「制度が高い議案を作るとつっこみどころが大変になる」という。日本はそうだが、山形ＪＣでは「この議案を通じて事業をより良くしよう」とする会議なので審議を取れるぐらいの内容でないと協議する意味がない。今年度の審議した内容を添付してくるぐらい同レベルでないと進化していかない。去年の一回目の協議と同じレベルでやってきたのではダメ。今年度のものを見れば、もうページレイアウトまでしっかりできているのでどういうものができるのか非常にイメージしやすいようになっている。このようなことはもう二度としないでほしい。

佐藤副理事長【意見】
２００部に関しては鈴木副理事長からも出たとおりなのでそこはしっかりと検討頂きたいと思うが、配布先・発送先・部数の関係だが例年「わけあり」といわれるＬＯＭを巻き込むというかそういった意味も含めて発送していくなかで、各種大会の開催がすでに決まっているとこがあるのでもう一度調べてもらいたい。そして発行部数は、先ほど会員拡大委員会の議案であったが、認証を５月に検討しているとのことなので、新入会員への発送部数も含めて検討してほしい。

近藤委員長【質問】
電子資料としてホームページにアップなどは考えてはいないのか。

黒澤委員長【回答】
今のところ考えていなかったが、そのような手法が有効なのであれば今後検討していきたい。

安藤副理事長【意見】
蔵王の掲載内容（案）という３回分の資料を見ているが、毎回盛りだくさんの内容で楽しみにしているが７月もＡＳＰAC 山形大会の報告とシニアとの対談という盛りだくさんの内容になっているが、ＡＳＰＡＣが終わった後、山形ＪＣとしても一大事業を終えた後なのでページ割とか御一考頂いて、ぜひＡＳＰＡＣのページを多くとっていただきたい。

遠藤専務理事
非常に忙しい時期かとは思うが、先ほどあったように審議を取れるぐらいの議案を持ってきてほしい。


協―０９　２０１４年度山形ＪＣホームページの運用（案）に関する件　　広報渉外委員会
黒澤委員長【補足】
ホームページのほうには公益社団法人ということで情報を公に公開しなければいけないということで、財務諸表の公開が義務づけられているということなので新たにそちらのページを付け加えていきたい。メンバーのページはまだ案として出ていないが、必要な文書等すぐダウンロードできるページを引き続きつける、ということで検討している。こちらもまだ業者と話を進められていないが、ＡＳＰＡＣのある年でもあるので構成上良い案があれば教えていただきたい。

荒井常任理事【補足】
昨年度の予算で他の業者へ一度打診を委員会している模様。ただ、事実上そちらの業者では予算が合わなかったので一度戻ってきているようだ。具体的な相殺のところまでの詰めはヒアリングでの予算が決まってからとなる。ただ公益性として必ず記載必要な項目に関しては記載していく。その他あったほうがいい項目に関しては皆さまの意見をいただきたい。

與田特別委員長【質問】
１０番の事業内容について、重要課題というところで「セキュリティーの向上」という項目がある。もうひとつの「リアルタイムな更新」というのは非常に共感できる部分だが、セキュリティーの向上が重要課題になっているのは何か理由があるのか。

黒澤委員長【回答】
メンバーログインページもあり色々情報も載っているので今後必要になってくるのではと思っている。

與田特別委員長【質問】
先ほどもあったが、まだ予算が確定していないということで、セキュリティーに関して予算をつぎ込むことへのバランスを配慮して考えてほしい。
「鮮度の高い事業報告の発信」は各委員会の事業後に文章をもらって掲載するのか、または委員長や理事長ブログなどを利用するのか。

黒澤委員長【回答】
私的主観かもしれないが、ミウラコウイチロウ先輩が日本へ出向していた際、よくリアルタイムで情報を挙げられていた。ああいった形が活動や熱意が伝わりやすいのではと思いこの言葉を使わせていただいた。メンバーによるブログ等ということだが、今のところそこまでは考えていない。その辺を明確にできるような案を今後検討していきたい。

長瀬常任理事【意見】
審議対象資料の中にある「リンク一覧」その他に理事長のフェイスブックとあるが、こちらは個人的な部分にもあたるので掲載に値しないと思う。検討頂きたい。
ホームページの運用の中で、おそらくダウンロードのページもこちらで運用されるだろうが、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰサポートは切れると思うので、そういった方がこちらのダウンロードサイトに入れるのがふさわしいかどうか、詳しい方で検証していただきたい。市役所のほうでは来年からＸＰは使ってはいけないという指令が出ているという例もあるので、個人情報の管理という視点からもぜひ一考してほしい。

安孫子委員長【質問】
事業内容の「ＪＣＲ本を含め多くの情報を収集しなければいけない点」と「より新鮮な情報を発信するために業者の選定を再度行う」とあるが、より新鮮な情報を発信するためだけに業者の選定を行わなければいけないのか、今までの業者の再選定しなければいけなくなった理由は何か。

黒澤委員長【回答】
本年お願いしている業者はメールが届かなかったり、議案のダウンロードがうまくいかなかったり、できない、などの不具合もあったので変えたらどうか、という安易的なところから入った。前にも業者を変えたことがあり、そのときはメンバーの中に業者がいたのでそちらのほうがやり易いのではないかということだったようだが、こちらは個人でやっている方なので早急な対応ができないこともあり本年元の業者に戻ったようだが、今の業者も先ほど言ったような不具合もあるので、本年もメンバーの中に業者がいるのでそこを含めて一度選定し直してはどうかと思った。

佐藤副理事長【意見】
議案のほう、スケジュールがしっかり書かれてないところがあったりとか、一番下の議案上程スケジュール２０１２年のものになっていたりとかあるのでしっかり自分のスケジュールを立てて取り組んでもらいたい。

遠藤専務
先ほど近藤委員長からあった蔵王の件、公益社団法人として情報公開していかなきゃならない件をしっかり調べて次回の議案に反映してもらいたい。

協―１０　各種大会及びＬＯＭ事業の記録写真（案）に関する件　　　　広報渉外委員会
黒澤委員長【補足】
近年「理事長アルバム」というものがあったということで聞いているが各事業の写真を集めてＬＯＭに保管して活動を記録するのが必要だということで考えている。委員会メンバーで各事業に参加して写真を収集して事業ごとにまとめて２０１４年度終了時にＬＯＭの事務局に渡せれば、と思っている。また委員会メンバーだけの写真では偏っていたりとか内容の濃いものが足りなくなったりする場面もあるかと思うので他のメンバーの皆さまにもご協力願う。写真を集める手法についてご意見・案をいただきたい。

遠藤専務理事
理事長アルバムはもう作らないとなり、ＬＯＭに保管するものを作る、ということなのでお間違えないようご検討いただきたい。

武田常任理事【質問】
収集したアルバムは内部のメンバーだけが見られるのか、一般に公開するのか。

黒澤委員長【回答】
内部のメンバーが情報を必要なときに見られるように、ということで考えている。

長谷川常任理事【意見】
事業目的のたいがいのところにホームページや広報誌を見たという記載があるので、そこから意味を読み取ると、保管した写真を何らかの事業紹介などそういった場面で利用していくという仕様になるのではと思った。今年度の事業で付属小学校にＭＴＧの出前授業させていただいた際に、プライバシーの概念で個人の写真を自由に使用することができなくて、とある生徒はそういた写真の記載は全てＮＧだという例もあったので、そういった取扱も気をつけてほしい。

横山副理事長【質問】
議案名の確認だが、「取材」ではなかったか。荒井常任理事のほうが良くわかってはいると思うが。

荒井常任理事【回答】
記録をするために取材をするという意味合いになる。目的としては山形ＪＣの１年間の活動を記録として残して、今後事業など振り返るときにちゃんとした１年間の記録が残っているという状態が目的である。ただ、それをするにあたって委員会で率先をして写真を集める、記録をとってくる、という意味合いがここに込められていると認識している。

横山副理事長【意見】
２０１２年のときに理事長アルバムをなくしてここにもともとついていた１５０００円だかのものからなくなってという経緯があるので審議をとる議案なのかがむずかしくなっていると思う。事務局のライン内にもあるので一度整理をしてほしい。「当委員で広く管理するので写真ください」というぐらいがいいのかも。正副常任に挙げるなりこの議案自体の方向性を考えてほしい。今年の中での引き継ぎにもそれを残すのか、ここで一度リセットしたほうがいいのではないか。

鈴木副理事長【意見】
取り組み方がふざけている。審議対象のフォーマットが違っていたり、例年であれば依頼事項としてついている。何を審議したいのかがわからない。事業内容と目的をしっかり持っていないとこうなる。全員が登録しているフェイスブック上のラインを使って集めたりするのはありだと思う。一方的にホームページ上でアップできるところを作った、となると、懇親会などで人に見られるとあまり良い印象を与えない写真もアップされてしまう、ということでなくなった経緯がある。今、このようなしっかりとしたグループウエアを活用する手法を出して協力を打診しないと何のための時間なのかわからない。

佐藤副理事長【意見】
真摯に向き合ってもらうためにも、１０番に書いてある中に「広報渉外支援委員会」と自身の委員会名も間違っているところがあるのでしっかりしてほしい。目的のなかに手法が入っていたり、スケジュールも途中までの記載となっているのでしっかりチェックした上で上程してほしい。

協―１１　２０１４年度山形ＪＣスローガン募集（案）に関する件　　　　　総務委員会
黒沼委員長【補足】
前回上程後、同報メールにてスローガン募集とご案内のメールを差し上げた。そちらに最新版の理事長所信、過去の山形ＪＣのスローガン、日本ＪＣの基本理念等参考として添付し、広く募集活動をしていきたい。締切は１１月５日となっているがまだ応募がない状態なのでメンバーにも声掛けお願いしたい。

（協議なし）

遠藤専務理事
スローガンが何件か集まった中で協議上程されれば良かったが、まだ１件もない状況、ということで委員長や常任からメンバーへの声掛けしていただいて多くの応募が集まるようお願いしたい。

協―１２　ＬＯＭ内褒賞審議委員会の設立（案）に関する件　　　　　　　　総務委員会
黒沼委員長【補足】
ＬＯＭ内褒賞を公正に審査するために委員会の設立を行う。実施組織については本年度の取り決めによって組織されているので御確認願う。

（協議なし）

協―１３　１月定時総会の開催（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　総務委員会
委員長
２０１４年度がより良い活動になるよう昨年の事業報告と本年の活動を総括しメンバーの意識を共通にする総会を行いたい。先の議案でも触れたが今回、資料も電子資料で考えている。総会案内にもその件で承認欄を設けているので合わせて御確認願う。

常任理事【補足】
定時総会の次第もつけている。こちらにもご意見いただきたい。

中村監事【質問】
総会資料電子でやりたい、とのことだが手法は委員長ご存知なのか。

黒沼委員長【回答】
事前に承認を得ないとできない、という認識ではある。

中村監事【意見】
これはきちんと残してほしいが、電子でやることは可能。そのためには第一に委員会内でＬＯＭメンバーに対して送って良いか、同意を得る必要がある。舟山常任からも一度相談を受けたが、同報メールを使いたい、ということであればＮＧ。きちんと送られているのか、外部からのリンクがないかなど確認できないと同報メールは使えない。
電子資料の正式な手法
・ＬＯＭメンバーに同意を得る
・外部リンク先からダウンロード（同意）
・自署・捺印頂いたメンバーには取得先をメールで送って良い。
・返信のないメンバーには従来どおり送付する
原則やる、となっているがメールでやれる方とやれない方が出てくる。そこの精査をやってほしい。やるとすれば本年度卒業例会で同意を得るとか１２月の例会を使う。
また、資料を送った証拠をとっておかなければならない。県の指導ですでに米沢ＬＯＭでやっている。また委任状に関しては３週間原本の所持をすること。これはいつ何時監査が入った場合３週間以内であれば意義申し立てができるため。ここは注意していてもらいたい。

横山副理事長【意見】
次第が今年の最終版ではない気がする。１３年度総会終了→代表理事就任→理事長バッジの交換を後に回したりしている。常任理事含め次第の内容確認してほしい。

鈴木副理事長【意見】
今までは返信用ハガキでやっているが、そこに意味はあるのか、他に方法はないのか検討・確認・相談してみていただきたい。

協―１４　２０１４年度　理事会日程（案）に関する件　　　　　　　　　　　　事務局
岩田事務局長【補足】
基本的には本年度とベースは変わらず毎月最後の火曜日と設定している。３月だけＡＳＰＡＣセネターゴルフの日程等々の都合上木曜日にしている。

遠藤専務理事
例年と違う部分が、１月臨時理事会・代表理事選定→２月に第一回理事会になる。

（協議なし）

協―１５　２０１４年度　理事会費（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　事務局
岩田事務局長【補足】
今年度と変わりなく、変更は人数のみ。本年度から、村山事務局長よりオブザーブの食事代を少し割り引いて頂いてるということもあり、２８００円での設定だが今年は２５００円まで下げて頂いている。もう少し引き下げて頂けるように交渉している。

遠藤専務理事
今回はじめて理事になる方はわからないと思うが理事会費の中にブロックの新年会懇親会費は含まれている。なので来年は２月になっているが、ぜひ出席してほしい。

（協議なし）

協―１６　２０１４年度　例会日程（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　事務局
岩田事務局長【補足】
基本的に火曜日をベースに作成しているが、こちらも流動的にＡＳＰACの関係等々で若干動いている。

遠藤専務理事
３月の４ＬＯＭ合同例会が未定になっているが近々に打ち合わせがあるので決まり次第報告する。

（協議なし）

協―１７　２０１４年度　出向者（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　事務局
岩田事務局長【補足】
昨日開催された例会でも紹介されたとおり少しずつ出向者が決まっている。今回の記載は昨日までに発表された方。

遠藤専務理事
おかげさまで昨日も出向したい、という方がいたので追々配属したい。

（協議なし）

協―１８　２０１４年度　外部出向者（案）に関する件　　　　　　　　　　　　事務局
岩田事務局長【補足】
原則的に理事構成メンバーから出向していただく。外部団体様のほうから任期２年で設定されているところで、出向者を変えないでほしい、という要望がきているところがある。野口直前理事長が今年度で任期が切れるが外部団体様から要望があったので引き続きお願いしたいと思っている。そこを含めてご意見いただきたい。

遠藤専務理事
今年出向されている方たくさんいると思うのでお気づきの点あったら事務局まで教えてほしい。

（協議なし）

協―１９　その他　　　　　　　　　　　　　

―削除

１８．報告・依頼事項				 岩田事務局長候補者

報－０１ 　グループ基本方針・委員会事業計画提出について
１０月１６日（水）正午まで担当常任理事に提出（１０月２３日第３回役員候補者会議にて協議上程）

報―０２　 今後のスケジュールについて
ページ１３、１４ＣＯＣ統合スケジュールの１１月に変更あり。当時１１月１１、１２日で予算ヒアリング、１３日第５回役員候補者会議となっていたが、こちら世界会議のスケジュール上１週間ずらして１８，１９日で予算ヒアリング、２０日で第５回役員候補者会議と変更させていただきたい。追って予算ヒアリング等のスケジュール調整ということでメール送信する。

報－０３　 上程スケジュールについて
次回役員候補者会議は２３日となっておる。それまでのスケジュールとなっている。
■　上程票締切り （５日前）　１０月１８日（金）１２：００
■　議案締切り（３日前） １０月２０日 （日）１２：００
■　議案ダウンロード（１日前）１０月２２日 （火）２４：００

報－０４　その他
削除

１９．次回開催 				遠藤専務理事候補者

[ ２０１４年度 第４回役員候補者会議 ]
２０１３年１０月２３日水曜日１８：３０～　場所：山形ビッグウィング　４階　会議室
当日は日本青年会議所の２０１４年度予定者理事会が愛知県岡崎市であり、そこから戻ってきてからの開催となるので差し替えのないよう開催したい。ある場合は遅くても前日までに提出してほしい。


２０．監事講評
[bookmark: _GoBack]三沢監事
本日全てのグループが基本方針の審議が通ったということでありますが、各委員会事業計画につきましてはご意見を頂けた委員会と頂けなかった委員会とに分かれてしまったのではないか、と感じた次第でありました。先ほど遠藤専務からもありましたが、各委員会におきましては、次回審議でございます。ぜひ常任理事会をご活用いただいて来年ＡＳＰＡＣを控えているなかで委員会を行うにあたり１年間ぶれないようにするためにもここでしっかり作りこんでいただきまして次回審議を迎えていただければと思います。また協議につきましても徐々に議案が挙がってきていますが、昨年、一昨年の議案資料から流用したと思われる議案の添付等も数件ありました。流用するという点では必ずしも悪い、とまでは言いませんが、修正しきれていない部分、例を挙げれば、年度、名前につきましては表立って議案の目に付くところに持っていきますと、せっかく頑張って作成した議案も向かい合っていないように誤解されてしまいますので、データ送信の前に冷静になって見直していただければ防げると思いますのでそのへんは委員長たちで調整等々また確認頂いて訂正して上程していただきたいと思います。また今回もありましたが、前回指摘された部分が十分に修正しきれておらず同じ議案内で毎月同じ質問を頂いていたり、また議案の制度についてもポイントがわからないものも数点ありました。各常任理事及び副理事長におかれましては必ずお目通しの上上程頂いて、ライン上でしっかりコンセンサス打ってこの貴重な時間を浪費しないためにも制度の向上についてお願いしたいと思います。予定者会議も深夜まで及びますが、やはり会議の内容で楽しくできる部分もあると思いますし、単純に意見をいただけなければ予定時間内で終了できたかもしれませんし、本次年度またＣＯＣがからみ例年になくタイトな中での我々の活動ではありますがみんなで頑張っていきましょう。


２１．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遠藤専務理事
